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7月18日

7月25日

8月 1日

長浜
夏まつり

8月 8日

》罷
土
曜
護
市
婚
ま
る

七
月
四
日
、
長
浜
の
夏
の
風
物

詩
「
土
曜
夜
市
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
本
町
・
サ
ン
ロ

1
ド
商
庖
街

で
は
か
き
氷
や
金
魚
す
く
い
、

ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
の
夜
庖
や
商
庖
連

盟
に
よ
る
盆
栽
展
示
、
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
、
食
べ
放
題
の
そ
う
め
ん

流
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
土
曜
夜
市
は
、
七

月
四
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
の
計

六
回
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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リバーサイドスポーツパークのご葉内一一一一一

ドスポーツパーク小浦リパーサイ
ふ
事
さ
と
づ
〈
腕
ν特
別
対
鏡
害
時
摂

1
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
る
公
園
づ
く
り

1

町
で
は
、
川
面
に
映
る
長
浜
大
橋
、
静
か
に
流
れ
る
肱
川

を
滑
走
す
る
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
水
ぬ
る
む
季
節
を
ま

ち
わ
び
て
の
水
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
川
を
生
か
し
た
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
か
小
浦
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
パ
!
ク
整
備
事
業
u

を
平
成
一
一
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
総
事
業
費
一
億
九
千
五
百
七
十
四
万
五
千

円
を
要
し
て
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
プ

l
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ス
カ
イ
ロ

1
プ
、
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

る
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
が
こ
の
事
業
の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
が
、

す
で
に
、
子
供
達
は
、
こ
の
公
園
の
完
成
を
待
ち
わ
び
て
い

る
よ
う
で
す
。

~今年度完成~

事業概要

025rrf 

整備施設

・ウインドサーフインプール

.クラブハウス

・ゲートボール場

-ザイルクライミング

.スカイローフ。

・ローラースケートリンク

.駐車場

・照明施設など

公園面積 7， 
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老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
者
は
国
民
年
金

証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

一一一一年金関係。人権作文

八
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
、
「
国
民
年
金
証
書
」
を
提

出
す
る
時
期
で
す
。

こ
れ
は
、
受
給
者
の
方
々
の
生
存
確

認
や
、
本
人
・
配
偶
者
及
び
扶
養
義
務

者
の
前
年
所
得
、
生
計
維
持
関
係
な
ど

の
審
査
を
行
い
、
今
年
の
八
月
か
ら
来

年
七
月
ま
で
の
年
金
支
払
額
を
決
定
し
、

十
二
月
期
及
び
四
月
期
の
支
払
額
を
国

民
年
金
証
書
に
書
き
込
む
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
(
四
月
か

ら
七
月
分
)
の
支
払
い
が
、
八
月
十
一

日
か
ら
各
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
速
や
か
に
役

場
の
国
民
年
金
係
に
国
民
年
金
証
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提
出
し

な
か
っ
た
り
し
ま
す
と
、
次
の
十
一
月

期
の
支
払
い
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す。
ま
た
、
他
の
公
的
年
金
や
恩
給
を
新

た
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
、

年
金
額
が
変
更
に
な
っ
た
人
は
、
老
齢

福
祉
年
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。
公
的
年
金
や
恩
給

の
証
書
ま
た
は
年
金
額
改
定
通
知
書
の

写
を
添
え
て
「
支
給
停
止
関
係
届
」
を

役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
っ
以
上
の
年
金
査

費
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

速
や
か
に
届
出
し
-
ま
し
ょ
う

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
・
恩
雀
守
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
年
金
の
一

部
ま
た
は
全
額
が
支
積
停
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
老
齢
福
祉
年

金
に
過
払
い
が
生
じ
、
返
納
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳
前
(
国
民
年
金
に
加

入
す
る
前
)
の
傷
病
が
原
因
で
傷
害
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
障
害
・
母

子
・
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
裁
定
替
さ

れ
た
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
人
に
つ
い
て
も
、
他
の
年
金
を
受

け
る
よ
う
に
な
る
と
年
金
が
支
給
停
止

と
な
っ
た
り
、
い
ず
れ
か
一
方
の
年
金

を
選
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
保
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぼ
く
は
、
こ
の
間
、
い
つ
も
は
仲

の
い
い

O
O君
と
、
あ
だ
な
の
こ
と

で
け
ん
か
を
し
た
。
そ
の
時
、
友
達

が
五
、
六
人
や
っ
て
き
て
、
が
や
が

や
一
言
っ
て
い
た
け
ど
、
け
ん
か
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
で
、
何
を
言
っ
て
い
た

か
ほ
と
ん
ど
耳
に
聞
こ
え
て
こ
な
か
っ

た。
け
ん
か
は
、

O
O君
が
ぼ
く
に
、

「
モ
ン
モ
ン
」

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

モ
ン
モ
ン
と
言
う
の
は
、
モ
ン
キ
ー

と
同
じ
意
味
な
の
で
、
言
わ
れ
る
と

い
や
な
気
が
す
る
。
で
も
、
初
め
の

方
は
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

が
、
何
回
も
一
言
う
か
ら
と
う
と
う
が

ま
ん
が
で
き
な
く
な
り
、
ぼ
く
は
、

0
0君
に
、
「
だ
ち
ょ
う
。
」
と
言
っ

て
し
ま
っ
た
。
す
る
と

O
O君
は
、

さ
っ
き
よ
り
大
き
な
声
で
、
ま
た
、

「
モ
ン
モ
ン
。
」
と
言
っ
た
。
ぼ
く

も
同
じ
く
ら
い
の
芦
で
「
だ
ち
ょ
う
。

」
と
言
い
返
し
た
。
そ
し
た
ら

0
0

君
は
、
「
お
ま
え
、
え
ら
そ
う
な
ぞ
、

な
ぐ
っ
て
や
ろ
う
か
。
」
と
一
言
っ
た
。

ぼ
く
は
、
勇
気
を
出
し
て
、
「
な
ぐ

れ
る
も
ん
な
ら
な
ぐ
っ
て
み
い
や
。
」

と
言
い
返
し
て
や
っ
た
。
「

O
O君

は
、
き
っ
と
な
ぐ
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
」
と
思
っ
た
が
、
そ
ん
な
に
は

な
ら
な
い
で
、
ず
っ
と
あ
だ
名
の
一
一
一
口
い

や
い
こ
が
続
い
た
。
ぼ
く
は
、
な
ぐ
り

合
い
に
な
ら
な
か
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

た。
ほ
か
の
人
達
は
、
二
人
が
あ
だ
名
の

言
い
合
い
を
し
て
い
る
と
き
、
「
も
っ

と
一
言
え
言
え
。
」
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、

ど
っ
ち
に
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
う
ち

O
O君
が
、
「
一

生
、
お
前
と
な
ん
か
ぜ
っ
た
い
口
を
き

I人権作I文I
あだな

と
けんか

い
て
や
ら
ん
ぞ
。
」
と
言
い
な
が
ら
、

す
ご
い
目
つ
き
で
に
ら
ん
で
き
た
。

ぼ
く
も
に
ら
み
か
え
し
て
か
ら
、

「
ふ
ん
。
」
と
言
っ
て
少
し
の
閉
そ
っ

ぽ
向
い
て
、
ふ
り
返
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
、

0
0君
は
、
ほ
か
の
人
と
い
っ

し
ょ
に
下
へ
下
り
て
い
っ
た
。
ぼ
く
も

そ
こ
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
今
ま

で
け
ん
か
し
て
い
た
ば
っ
か
り
だ
か
ら
、

い
く
気
が
し
な
か
っ
た
。

小学園年生

で
も
、
一
人
で
い
た
ら
さ
び
し
か
っ

た
の
で
け
っ
き
ょ
く
は
、
後
を
つ
け

て
下
り
て
い
っ
た
。

下
で
は
、

O
O君
と
顔
を
合
わ
せ

た
と
き
、
ど
っ
ち
も
が
「
ふ
ん
。
」

と
言
っ
て
顔
を
そ
ら
し
た
け
ど
、
あ

だ
名
は
一
言
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ

の
う
ち
、
ぼ
く
は
、
「
ず
っ
と
こ
の

ま
ま
だ
と
、
本
当
に
口
を
聞
い
て
も

ら
わ
な
く
な
る
。
あ
や
ま
ろ
う
。
」

と
い
う
気
に
な
っ
て
き
た
。
で
も
、

い
ざ
と
な
る
と
あ
や
ま
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
二
人
が
顔
が
見
合
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
し
ぜ
ん
に
仲
な

お
り
が
で
き
た
。

ぼ
く
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

あ
だ
名
の
言
い
合
い
か
ら
の
け
ん
か

だ
っ
た
け
ど
、
と
て
も
い
や
な
気
分

だ
っ
た
。
今
ま
で
、
ぼ
く
の
方
か
ら

も
、
た
ま
に
あ
だ
名
を
言
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
、
先

に
で
も
後
か
ら
で
も
、
「
あ
だ
名
は

言
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
」
と
思
っ

た。
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生活環境関係

水 をきれいに

汚れた水は地球の涙

事長 家庭排水が川や海の水質汚染の“主犯"

近年、川や海の水の汚れが急速に進んでいます。この汚れの原因は、家庭の排水が 70%を占め、その

内の約 40%が台所からの汚水だと言われています。家庭から出る排水が川や海の水を汚し、自然を傷つ

けています。

女 大きな効果をもたらすわずかな気づかい

「うち一軒ぐらいがやらなくったって……jというその一軒一軒が集まると、膨大な家庭数になります。

家庭のほんのわずかな気づかいが、水をきれいにする効果を生み出します。

ほんのちょっとの気づかいを!

女実行したいこと

1 .流し台には、三角コーナーや

ストレーナーを置き、調理のく

ずやかすを下水に流さないよう

ようにする。

2. フライパンや食器などについ

た油やソースは、洗う前によく

拭き取る。

3. 使用済みの油は、絶対に流し

に捨てない。

4. 合成洗剤は、原液をそのまま

{吏わないで、あらかじめ薄め液

を作っておき、量も控えめに使

つ。

1人が 1日に出す

水の汚れの割合

8 月 3 日 ~8 月 9 日は 『途晶衛生週固』です!

シャワ一、
シャンプーなど

夏は、食中毒の発生しやすい季節です。食品の衛生管理には、特に注意し

家庭の健康を守りましょう。

食中毒予防の 3原則…清潔・迅速@温度管理(低温保存、加熱)
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勇壮・華麗な

せ

ダークダ~Y; f:JJ ~え
D~ 畏濃

いコンサート

h 要日お

"フォーマンス

嵐 太鼓
チーム参加者募集 l

長浜町では、 「文化の薫るまちづくり lをより一層

推進し、今、話題の太鼓芸能で、私たち町民による新

しい「身体文化」の風を起こすため「嵐太鼓」のチー

ム参加者を募集します。

リズム感のある人、体力に白信のある人、音楽が好

きな人、根気のある人、太鼓が好きな人、いい汗をか

きたい人など、どなたでも参加できます。

{募集資格]長浜町在住又は、長浜町に勤務場所のあ

る方(老若男女を問いません)

!募集期限]平成 4年8月20日まで

[練習方法]週 1~ 2回で、夜間行います。

習用のぱhは、各自で、購入して頂きます。

~J ， OOO 円)

なお詳しくは、教育委員会社会教育課嵐太鼓創設実

行委員会事務局 (52-1111) までお問い合せください。

ふれ

なお、練

(3，000円

時-平成 4年 10月25日

P M  6 0 0 ~ 

場所:長浜高等学校体育館

入場料:一般 2，000円(当日2，500円)

お問い合せ先:長浜町教育委員会社会

教育課 (52-1111)

長
浜
町
家
庭

教
育
講
演
会

子
ど
も
と
生
き
る

親
の
あ
り
方
を

口
U日

長
浜
町
で
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
日

玄
ち
、
子
ど
も
と
共
に
生
き
る
親
の
あ

り
十
刀
を
考
え
、
家
庭
の
教
育
力
を
高
め

る
た
め
、
一
家
庭
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

一
日
時
一
平
成
四
年
八
月
一
一
十
九
日

(
土
)
午
後
-
時
三
十
分
j
午
後
一
二
時

{
会
場
一
長
浜
町
中
央
公
民
館
大
示
i

レ
一
講
師
一
吉
岡
た
す
/
¥
(
評
論
家
)

{
演
題
一
の
び
の
び
子
育
て
吉
岡
た
す

く
の

H

私
の
見
た
子
ど
も
の
世
界
M

一
聴
講
料
}
無
料
(
た
だ
し
入
場
整
理

券
が
必
要
)

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
(
五
二
l

一
一
一
一
)
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

行方不明者を捜す椙談所の開設日

月 日 場 pJ[-

8月3日(月) 松山東警察署
トー←ー

8月4日(火) 新居浜警察署
ト ー

8月6f::I (木) 今治警察署

8月7日(金) 宇和島警察署

月
間
と
し
、
身
元
不
明
者
の
身
元
確
認

活
動
及
び
家
出
人
な
ど
の
発
見
保
護
活

動
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

県
内
各
警
察
署
及
び
警
察
本
部
に
お

け
て
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
方
を
捜
す

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
に
、
突
然
行
方
た
め
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
次

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
方
や
、
長
い
問
の
と
お
り
「
行
方
不
明
者
を
擾
す
相
談

連
給
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

警
察
で
は
、
八
月
を
身
元
確
認
強
調
ご
相
訟
く
だ
さ
い
。

寸・

1
1
1
1
:
l
i
-
-
1
1
1
l
i
l
-
-
l
i
z
-
-
l
i
z
-
-‘
i
l
-
-
1
1
i
i
:
1
1
2
1
1
J

一
愛
の
献
血
助
け

ιぃ
日
動
(
七
月
一
日

f
一

一

一

寸

一

日

)

一

一
あ
最
先
の
宮
町
、
引
を
待
っ
て
レ
る
人
が
い
撃
す
一

、

l

B

f

}

」
一

日

肝

守

論

説

も

ま

F
一

一
川
一
動
つ
よ

)

U

組
閣
3
.
N
4

ー
)
鯨
轍
日
謀
、
↑

一

昨

運

ろ

し

国

阿

部

的

i

J
も

f
l会

ι「
下

一

司

ノ

ミ

L
-
E
F
K

古
向
、
一
月

¥
j

一一一

l

一
置
を
コ
一
回

一
J
N
そ

J
r
1
∞

育

開

業

日

目

館

三

E
可
作
品
「
一

出
ん
か
日
町

2
F
F明
日

戸

い

唯

一

一
日
助
さ
協
血

2
1日
づ
一
民
づ
自

f
輸

崎

同

巧

一

五
月
間
?
官
側
目
的
(

d
伊
一

↑

7
の
す
運
月

}

2

4

d

ト
u
h

一

一

愛

で

血

今

1

1

1

一

「

i
l
i
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
i
!
l
:
l
E
E
l
-
-
E
l
i
l
i
-
-
i
j
L

身行

語差
雪男 月

論者
調を
F守護
閉す
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ルホ。@文芸一一一一一

町
を
花
い
っ
ぱ
い
に

i
柴
で
花
の
苗

約
二
万
五
千
本
を
移
植
1

五
月
二
十
二
日
、
柴
の
山
中
高
光
さ

ん
の
休
耕
田
で
、
長
浜
の
子
供
を
育
て

る
会
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
行
わ

れ
、
同
会
の
町
内
各
支
部
や
有
志
な
ど

約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
山
中
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

パッチリ

本場の英語で国際交流

~豊茂で英会話教室-

6月20日 、豊茂小学校で、豊茂の

子供をみんな で育てる会主催の「青

少年のつどい」が行われた。

これは、英会話教室で活躍されて

いるジョセフ・コロイ先生を招き、

交流を通して 青少年の国際理解を深
めようと行われたもので、ノIぃ中・

高校生と保護者合わせて約50人が参

加し、ジョセ フ先生の本場の英語に

耳を傾けていた。

ア
で
栽
培
し
て
い
る
、
サ
ル
ビ
ア
、
百

日
草
の
苗
約
二
万
五
千
本
を
休
耕
田
に

移
植
し
た
も
の
で
、
開
花
前
に
は
、
各

地
区
へ
配
ら
れ
る
。

ジョセフ先生の会話に耳を傾ける受講生

ワ
ク
ワ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ー
長
浜
町
連
合
青
年
団
i

五
月
三
十
一
日
、
長
浜
町
連
合
青
年

団
に
よ
る

H

青
年
回
ワ
ク
ワ
ク
サ
イ
ク

リ
ン
グ
。
が
行
わ
れ
、
町
内
青
年
団
十

二
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
何
気
な
く
通
り
過
ぎ

て
い
る
海
岸
線
道
路
を
、
自
然
と
親
し

み
な
が
ら
の
ん
び
り
走
り
、
心
身
を
畳

か
に
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参

加
者
は
、
大
和
公
民
館
j
上
灘
聞
の
往

復
約
四
十
回
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
た
。 町を花いっぱいにと干針産する参加者

長浜に外国船が入港

~シンガポール骨合案審の

ジャシンス号~

6月 5日、長浜港に過去最大級

の外国貨物船「ネプチュンージャ

シンス」号 (12，296DWT) が入港

した。

この船は、町内の企業に木材を

運搬するため、米国のワシントン

州から来航したもので、今後も 大

型船が入港する予定である。

高
国

己記

事

ー
大
和
白
菊
短
歌
会
H

土
割
れ
し
所
を
選
ぴ
馬
鈴
薯
を
手
に
探

り
つ
つ
掘
り
て
生
き
た
り大

津

邦

子

君
子
蘭
の
葉
か
げ
に
潜
む
青
蛙
見
て
ゐ

る
前
を
蝶
よ
ぎ
り
ゆ
く

開港以来最大の入港船ネプチュン・ジ‘ャシンス号

菊
地
ス
ミ
ヱ

母
の
日
に
ま
た
招
か
れ
し
神
南
荘
亡
き

母
の
ご
と
接
待
を
受
く

久

保

重

子

休
憩
時
に
五
口
の
作
り
し
草
食
ぶ
口
い
っ

ぱ
い
に
香
り
た
だ
よ
ふ

仲

田

和

重

申
年
の
梅
は
薬
と
言
ひ
し
亡
母
思
ひ
出

し
つ
つ
大
切
に
清
く

東

利

子

は
る
ば
る
と
隠
岐
に
旅
し
て
天
候
に
恵

ま
れ
凪
げ
る
外
海
巡
る

自然と親しむ参加者

藤
岡
喜
代
夫

足
を
踏
む
吾
を
気
づ
か
ひ
て
わ
が
娘
古

稀
を
祝
ふ
と
テ
ー
ブ
ル
呉
れ
ぬ

高
代
ナ
ガ
ヨ

ト
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
ね
も
す
響
く
わ
が
め

ぐ
り
明
日
の
例
会
の
歌
ま
と
ま
ら
ず

村
上
テ
ル
子

五
十
年
過
ぎ
し
我
ら
の
戦
友
会
名
を
思

ひ
出
す
に
時
間
か
か
り
ぬ山

口

道
男

厨
か
ら
眺
め
る
朝
の
満
潮
は
朝
日
に
輝

き
川
面
に
波
う
つ

渡
辺
ス
マ
子

俳

旬

H

大
和
小
学
校
H

雨
上
が
り
し
ず
く
が
光
る
ア
ジ
サ
イ
に

大

西

琴

美

あ
じ
さ
い
の
葉
に
ま
つ
白
い
つ
ぶ
光
る

中

川

公

司

ア
ジ
サ
イ
が
梅
雨
を
色
ど
る

ひ

っ

そ

り

と

馬

場

渚

青
空
に
雲
ひ
と
つ
な
く
遠
足
に

日
野
こ
ず
え

夏
む
か
え
ひ
ま
わ
り
た
ち
が

い

っ

せ

い

に

矢

野

蓉

子

梅
雨
に
な
り
喜
び
歌
う
雨
が
え
る

山

本

仁

つ
ば
め
の
子
お
そ
る
お
そ
る
と
初
飛
行

矢

野

智

規

田
植
え
し
て
ほ
ん
の
少
し
の
ひ
と
休
み

加
藤
浩
嗣

梅
雨
入
り
で
あ
じ
さ
い
の
葉
に
は

か

た

つ

む

り

中

上

理

恵
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町
長
賞
に
櫛
生
の

田
中
道
春
さ
ん

第
十
九
回
さ
っ
き
展

中
央
公
民
館
・
さ
つ
き
同
好
会
主
催

に
よ
る
第
十
九
回
さ
っ
き
展
が
、
五
月

三
十
・
三
十
一
日
の
二
日
問
、
町
体
育

館
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
四
十
三
人
百

十
九
鉢
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
二
日
間
の
入
場
者
は
約
四
百

人
で
し
た
。

表
彰
は
次
の
方
々
で
す
。

岡
野
会
の
部

，一言義{

計識です;ゴンニチハ⑩ i Z主主E
ちえみ i;雲塁主ご

玉井智憲襲ちゃん(櫛生)iZ皇自主
田高忠春

許軍空扇
一 一 長 生
長主主)
さき苛

一一一一表彰・一歳です・ふるきとめぐり

一
観
光
協
会
長
賞
一
日
賀
志
秀
雄
(
長

浜
)
{
教
育
委
員
会
奨
励
賞
一
回
測
金

定
(
下
須
戒
)
{
愛
媛
新
聞
社
長
賞
}

藤
本
友
恵
(
沖
浦
)
{
日
本
エ
ビ
ネ
国
々

長
賞
一
菊
地
俊
正
(
下
須
戒
)
{
大
洲

自
販
売
社
長
賞
一
岩
本
睦
義
(
上
老
松
)

{
伊
予
銀
行
長
浜
支
庖
長
賞
一
二
神
貞

夫
(
黒
田
)
{
矢
野
ガ
ス
社
長
賞
一
鎌

田
忠
(
長
浜
)
{
明
治
牛
乳
庖
長
賞
一

泉
勝
信
(
長
浜
)
{
長
浜
冷
蔵
社
長
賞

一
熊
野
輝
子
(
長
浜
)
{
伊
予
長
浜
郵

便
局
長
賞
一
二
宮
ミ
ヤ
子
(
下
須
戒
)

{
渡
辺
興
業
K
K
社
長
賞
一
矢
野
藤
四

郎
(
長
浜
)
{
安
西
商
事
社
長
賞
一
神

内
ユ
リ
子
(
長
浜
)
{
稲
田
オ
ガ
ラ
イ

ト
工
業
社
長
賞
一
兵
頭
良
子
(
長
浜
)

{
長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
長
賞
}
堤

シ
ズ
カ
(
長
浜
)
{
長
浜
盆
栽
同
好
会

長
女
と
同
様
に
『
美
」
を
付
け
、
ひ
び
き
が
よ
く
、
親
一

し
み
を
感
じ
る
名
前
を
:
・
と
決
め
ま
し
た
。
一

姉
兄
に
も
ま
れ
、
た
く
ま
し
く
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
一

す
が
、
常
に
や
さ
し
い
心
を
も
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
一

れ
一

宇
品
一

生
一

口
μ

一

2

一

同

月

間
7

一

年
一

《

4
J

回

成
一

平
一

父
H
勝
利
さ
ん
・
母
H
英
美
さ
ん

名
誉
会
長
賞
}
島
田
梅
次
郎
(
長
浜
)

一
般
の
部

{
中
央
公
民
館
長
賞
一
渡
壁
国
保
(
沖

浦
)
{
文
化
協
会
長
賞
一
田
中
ト
シ
子

(
櫛
生
)
{
教
育
委
員
会
奨
励
賞
一
大

塚
昭
(
出
海
)
、
中
野
茂
明
(
長
浜
)

{
同
好
会
長
賞
}
嘗
川
一
孝
(
白
滝
)

{
安
西
商
事
社
長
賞
一
清
岡
ス
ズ
子

(
長
浜
)
{
長
浜
冷
蔵
社
長
賞
}
河
野

定
子
(
長
浜
)
{
南
部
ヤ
ク
ル
ト
社
長

賞
一
清
水
ト
キ
ヱ
(
長
浜
)
{
大
洲
自

販
売
社
長
賞
一
山
下
ス
ヱ
子
(
長
浜
)

一
一
長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
長
賞
一
菊

地
明
良
(
長
浜
)

麗

披

花

一
一
位
一
西
山
荒
雄
(
長
浜
)
{
二
位
一

泉
勝
信
(
長
浜
)
{
三
位
一
高
沢
順

一
(
長
浜
)

農
林
大
臣
賞
に

上
満
武
友
さ
ん

林
野
原
畏
官
賞
に

中
嶋
正
一
さ
ん

増
田
勝
敏
さ
ん

平
成
四
年
度
の
愛
媛
県
し
い
た
け
共

進
会
が
、
五
月
三
十
一
日
に
愛
媛
県
民

館
で
聞
か
れ
、
長
浜
町
か
ら
も
多
数
出

品
し
、
十
三
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

選

特

4自

一
知
事
賞
三
等
一
ど
ん
こ

増
田
勝

幸山敏「 沖浦と須沢の境にある「松笠J i 
雄本 ~I
(正豊!は、海水浴場としてよく知られ、 h! 
豊(茂|この時季になると家族連れや若者 ぷ、 i
茂戒);
) 川一 |の グル ープ など で賑 わう 。 元三|

二雲 i 名前のごとくこの松山、昔た 人 ~e!! i 
L醤! くさんの松の木で覆われた浜辺だ、っ 'I..A 呈又 1
5テlたが、松喰虫の被害に遭い、背の Mryt 
~ ':;:-i姿は昆られない。しかし、遠高で ¥r (cて

こ!小石まじりの浜辺、パノラマ的に ~ 

見える伊予離や黄金に黄昏る夕陽海 慢

など、色とりどりの景観を見せて (C~ 

くれるこの浜辺は、長浜の夏の思 7k~ 
い出づくりになるだろう。 、. lj)) 

浴

場

箱
一
林
野
庁
長
官
賞
一
こ
う
こ
中
嶋

正
一
(
柴
)
一
知
事
賞
二
等
一
こ
う
し

ん
中
嶋
正
一
(
柴
)
{
努
力
賞
一

こ
う
し
ん
叶
岡
和
夫
(
大
越
)
マ

富
田
幸
雄
(
豊
茂
)

物

ど
ん
こ最

高
価
格
賞

{
N
H
K
松
山
放
送
局
賞
一
こ
う
こ

中
嶋
正
一
(
柴
)

特

B目

歯
周

{
(
財
)
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
理
事
長

賞
一
ほ
だ
木
育
成
上
満
武
友
(
柴
)

一
愛
嬢
県
森
林
組
合
連
合
会
々
長
賞
一

土曽
田
勝
敏

豊柴
茂)
、~V

ほ: I 
! 海水の透明度が素晴らしい松笠

だ L・一一一一一一一一一一一一-一一一一一回一一一一一一一一」

(
観
光
編
)

こ
、
っ
こ

中
嶋
正

富
田

木
育
成隠

だ
木
育
成

一
農
林
水
産
大
臣
賞
一
ほ
だ
木
育
成

上
満
武
友
(
柴
)
{
林
野
庁
長
官
賞
一

ほ
だ
木
育
成
増
田
勝
敏
(
豊
茂
)

小
川
平
さ
ん

ー
防
犯
活
動
に
功
労
l

六
月
四
日
、
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

で
平
成
四
年
度
大
洲
地
区
防
犯
協
会
総

会
が
聞
か
れ
、
長
浜
の
小
川
平
さ
ん

(
六
三
)
は
、
防
犯
相
談
所
長
と
し
て

防
犯
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
桝
田
輿
一
同
協
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
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持
家
住
宅
建
設
の

融
資
に
つ
い
て

清)岸本印刷

愛

援

県

印刷

愛
媛
県
持
家
住
宅
建
設
促
進
資
金

{
受
付
期
間
一
平
成
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
(
但
し
、
期
間
中
の
締
切
有
)

室
付
場
所
一
伊
予
銀
行
、
禄
語
版
銀
行
、

県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
各
本

支
店一

融
資
限
度
額
一
住
宅
資
金
三
百
万
円
、

宅
地
資
金
二
百
万
円

{
融
資
利
率
}
年
利
五
・
五
%

愛
媛
県
優
良
木
造

住
宅
建
設
促
進
資
金

利
子
補
給
金
交
付
制
度

平成 4年 7月l日発行平成 4年 7月号

{
受
付
期
間
一
住
宅
金
融
公
庫
の
申
込

期
間
中
。

一
受
付
場
所
一
伊
予
銀
行
、
話
語
版
銀
行
、

広 報ながはま

県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
各
本

支
居{

融
資
限
度
額
一
二
百
万
円
を
限
度
。

な
お
詳
し
く
は
、
八
幡
浜
地
方
局
建

設
部
建
築
指
導
課
(
宮
二
四
五
一
一
一

二
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

匂P

結
腫

¥
下
須
戒

/

出

海

¥

長

浜

/
伊
方
町

¥

長

浜

/

長

浜

¥

沖

浦

/
下
須
戒

¥

白

滝

/
大
洲
市

¥
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(
敬
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氏
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お
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と
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長
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戸斤

氏

(
四
八
)

(
九
八
)

(
四
七
)

(
七
六
)

(
六
六
)

(
八
五
)

(
八
六
)

(
七
四
)

(
九
六
)

(
九
一
)

(
六
八
)

(
七
四
)

平成 4年も後半に入った。

世界に眼を転ずると、地球環

境の破壊が叫ばれ、国境なき

国 々の斗争は眼に余る。国際

摩擦も激しさを加え、バブル

経済の破壊と合わせ日本経済

は危機に頻している。特に P

KO法案(国際協力法案)は

可決さ れ 、 自 衛隊の海外派遣

が可能になるばかりか、武器

の携帯まで認められて憲法 9

条は無視された。国連平和維

持活動は、自衛隊でなくては

出来 な い の だ ろうか。あのい

まいましい戦争への憎しみの

消えやらぬ時、全国民の納得

のいく審議は出来なかったの

か、また、あのようなのろの

ろ(牛歩)審議投票ではと、

悔やまれる。選挙制度の改革、

北方 領 土 問 題 、 漁業の制約な

ど山積みする問題は国民生活

を圧迫しつつある。一方町内

に眼をやる時、ふるさとづく

り特別対策事業も 最 終 年 度 を

迎えた。 I心づくり・里づく

り・町づくり」の実現に町民・

行政一体となっ て 推 進 中 で あ

り、町民の夢は膨らんでし吋。

学校週 5日制が 9月に実施の

運びとなる。受皿としての両

親・教師・地域の体制は万全

だろうか。両親・教育界ー地

域が子供たちに何をしてやれ

るか。 5日制の効果を上げる

ため、全町民・全国民が各地

域の重要問題とし て 受 け と め

実践して欲しいもの。
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緒

方

宗

嗣

伊
藤
仙
三
郎

撞
編
集
後
記
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毎
日
、
三
一
十
度
近
く
気
温
が
上
が
り
、

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、

い
か
が
お
過
し
で
し
ょ
う
か
?

私
は
、
苦
手
な
暑
さ
の
せ
い
か
少
し

パ
テ
気
味
な
の
で
す
が
・
:
。

さ
て
、
海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
三
月
八
日
に
松
山

沖
で
起
き
た
、
人
喰
い
ザ
メ
に
よ
る
襲

撃
事
件
以
来
、
瀬
戸
内
海
で
も
様
々
な

事
故
や
目
撃
が
あ
り
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
町
で
も
海
聞
き
の
中
止
、

遊
泳
注
意
の
看
板
設
置
な
ど
、
事
故
防

止
の
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
サ

メ
に
襲
わ
れ
な
い
た
め
に
は
、
海
に
入

ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
事
故
の
な

い
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
遊

一
成
・
遊
魚
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
十
分
注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

(

い

)

数

人口をふやしましょう

5月末 現在 前月との比較|

11，082人 7人減

人 口 (男 5，184人) (男 6人減)

女 5，898人 女 1人減

世 帯数 3，722世帯 土曽i成なし

帯世口人


